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大阪市

天王寺動物園協会/_ 



動 物と私

梶山 彦 太 郎

「兎追いしあの山、小鮒釣りしあのJI!」歌詞にま

で現れるふるさとは、常にその人の脳裏に焼きつけ

られ、 一生忘れる事のない懐しい思いでであるが、

じる人の数は、非常な数になると私は思っている。

動物園の思いてもの中で、特に私の心に焼きつけられ

ているのは、その当時租末な覆い屋根の下に保存さ

れていた、鯨の骨格である。 「鯨って大きいものだ

それらは今も変りない山河に、動物を相手に展開さ なあ」、歩いて何歩あるかと、幼い足を運んだ思い

れている。花にたわむれる蝶をながめ、草原に遊ぶ でが今もありありと思いだされてくる。その後なに

トンボを追った思いでは、大阪市の北はづれ「十三」 かで読んで知ったのだが、この鯨は「シャチに追わ

に育った私にも、懐しい故郷の思いでとして残って れたものか、泉州海岸に打上げられたものを、初代

いる。 しかし自然破援の甚しい都会地に育った私に

は、思いでの山河は跡がたもなく変りはて、車工緑の

ネオンがまたたく繁華街となってしまった。 これが

都会の宿命と言えばそれまでであろう、だが変らな

い故郷の山河を、まぶたの裏に大切に持っている人

達を見る時、親を失った人の様な淋しさを、感ぜず

にはいられない。

こうして幼い頃の「遊び場」即ち自宅から一定の

行動半径内の思いでの地は、ほとんど破壊されつく

したが、時折親に連れられ喜々として遊びに行った

土地の思いでは、そう沢山もないが、ありありと思

いだされてくる。その数少いスライドの中て＼最も

重要な部分を占めるのが、動物園附近の記憶である。

大正5年の春小学校に入学した私は、その前後から、

何回となく訪ねたこの附近の思いでは、大変なつか

しいものとなっている。当時の楽天地や、通天閣は

姿を変えたが、茶臼山の「たたずまい」は、幼い頃

の思いでをよみがえらしてくれる。 その山ふところ

に抱かれた様な動物園は、私のまぶたに浮ぶなつか

しい故郷の一つである。当時の大阪市の小学校に行

う児童数は、相当な数にのぼっていたことだろう、

だから私と同じ様に動物園に故郷のあたたかさを感
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園長の林さんが自らメスをふる って解剖されたもの

だ」と書いてあ ったと記憶している。

幼い頃新淀川のワンドで規を採っていた私は、長

ずるに及んで貝に興味を持ち、余暇をさいては海や

川に貝殻を求め、又大阪の建築工事場等に出土する

地下の貝を採集して歩き、遂にはこれによ って私達

をはぐくんでくれた母なる土「大阪平野」の、発達

史を解明しようと考える様にな った。言い変えると、

今までの歴史資料の根幹をなした「日本書紀」や、

「古事記」といった文献にたよらず、自然科学の分

野から、往古の大阪の姿を復元しようと言うわけで

ある。大阪平野の各所の地下から現れる鯨の遺骨は、

私の研究に常に力強い助言を与えてくれ、当時の環

境復元に重要な手がかりとなった。

私は今も機会ある毎に、大阪の地下にもぐり、何

千年か前の世界の海に、 tタ干狩りに行った様な気持

で貝を求め、四次元の世界をさまようが、常に動物

を介して自然に接する姿には、幼い頃と何の変りも

ない様な気がする。私は今後もひまをさいては、今

までと同じ様に「遠い昔の大阪の海」で、員をすな

どる生活をつづけることであろう 。 しかしそれが私

の「いきがい」でもある。 （貝類蒐集家）

表紙の写真説明

“カッショクペリカン”

南北アメリカ大陸の熱帯地方に分布するペリ

カンで、モモイロペリカンに比べーまわり小さ

く、地味な羽色をしています。

（撮影：宮下 実）
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J'. “保護されたコアホウドリ” ~ 
~； 、 鳥羽の海岸で衰弱しているところを保護され、鳥羽水族 1: 
； 館を通して当園に収容されました。アホウドリより一回り 1; 

J; 付く、現在水禽放養舎内で体力回復をはかっています。 ~＇. 
1; （撮影宮下 実） 1: 
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↑タヌキ
5月19日 3頭の赤ちゃんが生まれました。

タヌキの繁殖は当園では初めてです。

↑ニホンザル ↑ニホンシカ
今年初めての出産で、 5月

31日誕生です。

4頭のパンビがすくすくと育っています。

( 5月29日、 31日誕生）

動 扮 グラフ
“ベビーラッシュ ' II” 

先月号に続き、ベビーラ吋の②を御紹介しましょう。

（撮影肝

↑スプリングボ7

6月13日誕生。ii-昨
年と続き 、 3年遁メ

デタです。

実・長瀬健二郎）

↑ライオン

6月 2日誕生。母親がめんどうをみないため、
人工晴育で育てています。

， ， 

1頭 は

↑フサオマキザル

6月14日誕生。母親が見すでたため人工晴育
で育てています。

5・6月の動物園日記

5/25.オランウータンが衰弱しているため治療していま

す。

29.ニホンシカが l頭生まれました。

キューパフラミンゴが産卵しました。
ジャコウネコとコアホウドリの寄贈がありました。

12. キューバフラミンゴが産卵しました（今年5卵白人

13. フクロギツネ 2頭を小獣舎に展示公開しました。

26. カピパラがくる病の疑いがあるため治療を始めま

した。

キングペンギンが2羽入りました。

27. インドゾウが寄生虫をわかせているため駆虫して

やりました。

28. タンチョウが産卵しました。

治療中のオランウータンが慢性肺炎で死亡しまし

た。
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30. シマウマが回虫をわかせているため駆虫を行t

しfこ。

カピパラが肺炎とくる病で死亡しました。

31. ニホンザルが l頭生まれました。

ニホンシカが l頭生まれ、言十4頭誕生です。

ガモの卵12ケの保護がありま した。

6/  1.恒例のメ ンヨウの毛刈りをf干しミました。

2. ライオンが2頭生まれましたが、 1頭は惜し

死産でした。

3 .ヨ一口、、ノfづノフフミンゴが産卵しました。

ヒグマが交尾しました。

4. 3月に生まれたコヨーテの仔2頭にジステンパー

予防のためのワクチンを接種しました。

5.バーバリーシープが3つ子を生みました。

6 来日公演中の中国京劇団の一行が釆園し、圏内を

見学しました。

8 .宮崎フェニ ックス動物園よりダチョウの卵2ケの

寄贈がありました。

9. キューパフラミンゴが産卵しました。

スプリングボ yクが l頭生まれました。

14・フサオマキザルが l頭（メス）生まれましたが、

母親がめんどうを見ないため人工晴育することに

しました。

16.セグロセキレイのヒナ 3羽を保護しました。

19.親から離しで餌付中のアシカ l頭が栄養不良で死

亡しました。

21. オオヅルが産卵しました。

飼育研究会が開かれました。

- 5 
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キーウィによせて
ニュージーランドの旅から

ニュージーランド。キーウイの因。地球の反対側

の、日本によく似た、小さな美しい島。しかし、此

の国が何か特殊 な感情を抱かせるのは、人類がネ ズ

ミを持ち込むまで、かっていかなる晴乳類もその国

人間関係の友人や知人と同様なのだなと今更思った

りした。印象的だったのは、河馬が圏内に取り込ま

れた自然の川で悠々としていた事である。低い橋の

真下に河馬が見られる。水鳥がその上流にいた。手

間がか、らず、美しく楽ししミ。

土に存在しなかった、と言う点てるあろう。広い原聖子

や 山 岳 は 、 モ アやキーウイの地土俵鳥類のものだっ キーウイ担当のツレバー氏がヘッドキーパーの方

たのである。洪積世以来、気の遠くなるような幾千、 と待っていて下きった。私の今度の旅で非常に恵ま

幾倦の夜、キーウイのあの独特のミキーイキーイ、 れていたのは、最も重要な方身、始めから｝I頂に、旅

キーイキーイ砂という声がだれは J かる事なく、南

十 字 星 の 輝 く 夜空の下にひ J き渡って来たのであろ

うと d号、われる。

人類が此の国に入って来たのはたかだか二百年来

の事だと言う。 ニュージーランドはそういう意味で

何かミとってお き の 国 ’ ＼ と い う 気 が す る 。 直 接現

地の風土にふれて、その感は一層深かった。

オークランドの動物園は、規模は大体閉じ様なも

のだが、樹木と花とが美しい造園美を見せている。

丁度 3月20日の日曜（気候は日本の反対の秋）だっ

た が 、 静 か で のんびりしていたのは、日本の都市の

動物園に比べて、入国者がぐっと少い事とマナーの

良さの故であろう。一応、 ミ動物に餌を与えないよ

うに”と言う注意書はあるが、その前で餌をやって

いるというような5童心H蔵の人はだれもいなし述。その

代り動物の方も、我関せずと言った風で、令官耳をね

だるミという風景は見られない。飼育係としては、

自 分 の 担 当 動 物のあの生々とした、口ほどに物を 言

行社（十日間、中三日，の自由行動）の添乗員三好氏、

動物園での通訳をお願しミした、恵子・ギャリテイ夫

人、そしてこのツレバー氏、と全く幸運にすべて素

晴しいお人柄の方々だった事である。ほんとにおか

げでどれ程ありがたかったか知れない。私事ながら

誌上をかりで改めて御礼申上げたし述。ツレバー氏は

お忙しい中を私の為にミこんなにしゃべった事はな

い。声が潤れたかと笑われた程、いろいろ教えて下

さった。

たとえ国は違っても、同じようにキーウイという

鳥に抱く関心が共感を呼んで、ほんとに気持の良い

時間を持たせていた Jいた事は何よりの喜びであっ

た。オークランドでは三月現在十二羽のキーウイが

いるとの事だったが、展示場には二羽だけで、あと

は園内の低い囲いの中に自然に近い状態で放飼され

ている。展示中のキーウイ出三ヶ用で交替させると

の事であった。展示はさすがに見事で（オトロハン

ガーキーウイノ、ウスでも同キ羨）夜のような暗さの中

で二羽のキーウイがユナモラスな姿態を見せて動き

う磁を思い出して、同じ種類の動物でもこんなにも 廻っていた。ほんとに素晴しい眺めだった。植物の

違って見えるものか、知り合いの動物と言うものは、 方は予想通り、特殊な育成の照明を用いているとの

po 

事であったが、問題は廊下の暗さと音である。造り

がコの字型で光を入れないようにしであるのは勿論

だが、足元には僅かな明りがあるばかり、それごそ

アヤメもわかぬ暗の廊下で、自が恩I／れるまでは手さ

ぐりで行かねばならぬ程暗くしである。下はすべて

厚いカーペットを敷きつめ、足音がしないようにな

っている。だからこそ、キーウイは夜の感覚で出歩

いていられるのであろう。羨しい限りであるが、こ

の展示方法こそ、入園者のマナーが解決する問題で

あろうと思われた。

ベルノダと言ってうなったりする。勿論すっかり暗

くなってから出て来て食べるのだが、その前のおや

っと言うわけらしし」た J これもうす時くなった夕

方でなければダメであって、その点かたくなである。

ウナル処が可笑ししミ。六年前、来た当座のあのおび

えようがうそのように、近頃はイパっている。

言舌を戻して、キーウイの抱卵日数は七十四日。ッ

レバー氏は、雛がかえるとすぐひきあげて、人工育

雛しておられる。私が伺った時も、三羽の小っちゃ

なキーウイがいた。成功するようになったのは最近

の事で、合計七羽だとか言うわ話であった。

ごもっともっと、自分の手でキーウイを増したい。

孫がとれてこそ、ほんとに繁殖に成功したと言えよ

う。今は卵のとれるのは一番しかいなしミ。もっとい

いつがいのキーウイが欲しい今ツレバー氏の望みは、

同じ飼育にたづさわる者として心から同感出来た。

ニュージーランド人は、自分遠の事をとキーウイ今

だと言うと聞いていた。ナショナルパークでキーウ

イの説明を書き写していたら、旅行者らしい、四、五

人の人キが、親切に、あちらの店で本を売っている

と教えてくれた。感謝して、どちらの国の方がと尋

ねたら、 ミウイ ・ア ー ・キーウイズ仰と言う素晴し

い笑顔の答が返って来た。成程、こういう風に使う

んだな、と思ったものである。しかし、そこには、

キーウイに対する愛情以外に、自分逮は、 と後より

来れるものかであり、先住者はあくまで、キーウイ

なのだ、と言う想、いがこめられているのを、ふっと

感じさせられた。モアを終に、人手によって、絶滅

させてしまったf毎も含まれているのかも知れない。

わがニュージー君を始め、すべてのキーウイが今

後とも、あらゆる障害を乗り越えて、強くたくまし

く、生き続けてゆく事を切に祈るものである。

最後に、快い旅をさせて下さった、ニュージーラ

ンドの方々に感謝を送りつつ、拙いベンをおく。

（飼育課磯田啓子）

た J現在、当園のニュージー君は自然の状態にま

かせている為、どうしても担当者との接触が少なく

他の動物たちのように、表情や動作から要求を察し

てやる、と言う飼育方法が取りにくし述。

その意日未で、ニュージー君が不自由をしているの

ではないかといつも気の毒に思っている。た J此の

頃、ニージー君はパンを持って行って声をかけると

木穴の中から鳴だけ出して、一つづつあの長い噴の

先で器用につまんで食べる。丁度象が鼻先でやるよ

うに、大きさの手頃なのを選ぶ。

もういいかと思って器をひこうとすると、マダタ

- 7 -



天王寺の動物たち（15) 
ミナミアメリカオットセイ

今、南国のアシカプールには9頭のアシカと 3頭

のミナミアメリカオットセイがf主んでいます。この

ミナミアメリカオットセイは日本に 6頭しかいない

貴重な動物なのですが、今年の 5月10日、日本で初

めて子供が生れました。この出産と成育の経過など

② 同居しているアシカ

を今月はお話ししたいと思います。

ミナミアメリカオットセイはその名の通り、南ア

メリカの南半分を取りまくように、その沿岸地方に

住んでいます。特にウルグアイの沿岸には多く、そ

の数は 7万頭とみつもられています。その他のフオ

ークランド諸島やベルー沖などのものを含めると、

現在、 13万頭から 26万頭のミナミアメリカオットセ

イが生息すると考えられています。

さて、天王寺のミナミアメリカオットセイは昭和

49年 1月14日にベルーから、そろって入園してきま

した。この時大体 2.5才位と思われましたから現在

約 5才というこ

とになります。

父親は現在約140

旬、母親は約70

同ですが、成長

しきるとオスても

300旬、 メスで

125kgと言いま

すから、この両

親はまだまだ大

きくなりそうでい

す。ですから食 ~ .
－...同... ’‘ ．， 

1欲も旺盛で 1日 ③ 手前が父親、後が母親

に l頭で約4旬、大体50-80匹ものアジを食べます。

原地の南アメリカでの繁殖期は11月から 1月だそ

うです。これは南半球では春から夏にあたります。

南半球から北半球に連れてこられて、この両親も初

めはめんくらったことでしょう 。でも、やってきて

2年たち日本の気候にもなれたのか原地では秋から

冬にあたるのでしょうが日本では春の 5月に出産を

しました。 ' . 
次に出産とその成育ぶりを御紹介しましょう。

5月10日（ 1日

目） 正午前、

陸の岩場で出産。

仔は推定体重 4

旬、体長は50cm

位でした。 f本の

色は首から胸、

腹にかけて明る

い茶色、頭、背、

ヒレは黒っぽい

茶色でした。母

親は初産のため

④ 岩場のかげから顔を出す赤ん坊 か、かなり興奮

8 

, ， 

していました。仔は乳頭をなかなか見つけられず、

この日はオッパイを飲めなかったようです。

5月13日（ 4日目） 母親はようやく落ち着いてき

たようで、出産してから始めてエサのアジを食べま

した。こ れまでの 3日間は絶食でした。

5月14日（ 5日目） これまでずっと出産した岩場

から移動しなか

ったのですが、

この日始めて後

』

移

赤

チ

一
を

へ
o

ヨ

と

分

た

チ

あ

部

し

ヨ

の

の

ま

は

親

土

し

坊

母

の

動

ん

と

ついて歩くので

すが、乗り越え

られない岩場で

は母親が猫のよ

うに仔の首すじ

をくわえてひっ

＇！りあ lずでいました。

5月17日（ 8日目） 母親が仔を岩場に残したまま

エサをもらいに降りてきました。母親が仔と別れて

行動したのはこの日が始めてです。また、この日は

じめて晴乳している所を見ることが出来ました。

やはりアシカと同じように、母親が上向きか横向き

になって晴乳していました。赤ん坊が鳴いている時

⑥ 母親のオッパイにすがりついています

注意して口の中を見るともうだいぶ大きく伸びた歯

が10本位見えました。アシカでは生れた時から歯が

生えている赤ん坊もいますから、このミナミアメリ

カオァトセイの赤ん坊も生まれた時から生えていた

のかも知れません。

⑦ ロをあけると歯が見えます

5月19日 (10日目） 赤ん坊が誤ってプールの中に

落ちてしまいましたが、すぐ母親が首すじをくわえ

てひきあげました。アシカのイ子では 5日もすると泳

ぐものがいますからこの赤ん坊は少々オクテのよう

です。

5月26日 (17日目） この日以来、朝見に行くと赤

ん坊の体がぬれていました。どうも朝早くに泳宮の

練習をしているようです。

6月 1日（23日目） 捕えて体重を計ってみました。

もう 7.2kgになっていました。

6月 9日（31日目） 畳の間 1時間程泳いでいたの

が観察されました。とても上手にお母さんのあとに

ついてt永いでいたそうです。

原地の南アメリカでは毎年 4～ 5000頭のミナミア

メリカオットセイが毛皮用に捕獲されています。し

かし、この数字は全体の数を減らさないよう科学的

に計算した頭数だそうです。日本のように非科学的

に、無差別に動物を殺さない南アメリカにいる限り

このミナミアメリカオットセイは絶滅の心配はない

と思います。

（飼育課長瀬健二郎）
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獣医室から⑪
野鳥の保護

最近、野鳥の保護が相ついでおり、研究室も大忙

しです。保護されて来る里子鳥はヒナの場合もありま

すが、ほとんどは傷をしたり衰弱をして保護されて

来るものが多いようです。中には卵で保護されて来

る場合もあります。

昭和50年 4月から昭和51年 3月までの l年間に保

議収容された野鳥は下の表の通りで、 44種 133羽も

の里子鳥が保護されました。この内、元気の回復した

ものは、できるだけ自然に返すようにしています。

昭和50年度（ S.50.4～ s. 51.3）に保護された野鳥

ノ、シフートカラス 1 オオヨシコーイ 1 

ススメ 3 マガモ 2 

モズ 1 カJレガモ 2 

ヒヨドリ 2 オシドリ 1 

センダイムシクイ 1 ウミ ツノミメ 1 

ツゲミ 1 オオミズナギドリ 32 

イソヒヨドリ 1 キジノfト 10 

ホントウアカヒゲ 2 ダイ シャク シギ 1 

ツノfメ 6 ヤマシギ 3 

ヨタカ 1 タシギ、 3 

ミソサザイ 1 タマシギ 1 

コノノ、ズ！ク 1 ムナグロ 2 

トラフズク 1 シロチドリ 1 

コミ ミズク 1 タゲリ 1 
アオノ〈ズク 1 セグロカモメ 1 

フク ロウ 4 ユリカモメ 1 

ツ 、、 2 クイナ 1 

ト ピ 9 ツルクイナ 2 

トラツグミ 1 ヒクイナ 3 

アオサギ 1 ノ、.. .ン 1 

コサギ 1 コジュケイ 5 

ゴイサギ 12 キ / 4 

この中で、ホント ウアカ ヒゲは絶滅の恐れの ある

鳥として、特殊鳥類に指定されている貴重なもので

す。保護されて来る原因は、鳥が告耳を求められなか

ったり、あるいは寒 さや疲労な どから衰弱して保護

され る場合が多く、約30%がこの原因です。次に多

いのが、まだ巣立 ち前のヒ ナの状態で保護されて来

るもので、 18%を占めます。三番目に多いのが骨折

や打撲傷などの外傷によるもので、15%もあります。

現在、研究室で保護している野鳥はトビ2羽、ア

オバスク l羽、ヨタカ l羽、ツバメ l羽、セキレイ

の ヒナ3羽で、順調に回復、成育しており、ヨタカ

ヨタカ

‘:JI、メ

ツバメ、 アオパズクは近々自然に戻すことができそ

うです。セキレイのヒナはブルドーザーの上でふ化

したもので、ブルドーザーを動かすため、やむなく

当園に保護されたものです。文、 5月の初めには大

阪南港の貯木場の木材の穴にあったカルガモの卯が

12ケ持ち こま れて来ました。これは木材が遠くへ運

ばれることになり、やむなく抱卵中の卯を取りあげ

ることにな ったもので、早速、ふ卵器に入れたとこ

ろ、 6月 3日に11羽の ヒナが誕生し ました。

いずれに しても野生に返すこ とができ るものはよ

いのですが、翼や脚の骨折した ものはなかなか自然

へ戻すことができず、圏内の一隅で一生を過ごすこ

とになります。 （飼育課 宮 下 実）
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カまだまだ続く オメデタラ ッシュ／

先月号で、コヨ ーテパ パ lI ノ、 〆ノ ンーフ、 アラ イ

グマ、ミナミアメリカオ ッ トセイ 、 ラマ、 トカラヤ

ギ、 トラ、タヌキなどの出産をお知らせしましたが、

それに続く出産をお知らせしま しょう 。 5月29日に

ニホンシカカず

I 頭生まれ、

ヨーヨ』寸

動物園ニュース

を貴台めと して、 6月12日

までに言十5ケ産卵、抱卵

しています。 うま くいけ

ば、 7月初め頃からかわ

いいヒナが続々誕生する

ことで しょ勺。又、 5月

28日にはタ ンチョ ウヅrJレ

アベ‘ノ近鉄TEL.(06)624-1111 
3書長 -Q勤

奈良近鉄TEL.(0742; 33-1111 

東京近鉄

り、 5月29日にキューノf

フラミンゴが産卵したの

⑮ 近鉄

が殻生笠するこ

とで、しょう。

- 11 -

休園のお知らせ

毎月芳三月曜日は休園日です。 7月以降の休
園日は下記の通りです。

7 月 19 日 、 8 月 16 日 、 9 月 ~o 目、
開園時間は 9時半から 5時までで、 4時半に
切符売り止めです。



獣医室から⑪

野鳥の保護

最近、里子鳥の保護が相ついでおり、研究室も大忙

しです。保護されて来る里子鳥はヒナの場合もありま

すが、ほとんどは傷をしたり衰弱をして保護されて

来るものが多いようです。中には卵で保護されて来

る場合もあります。

現在、研究室で保護している野鳥はトピ 2羽、ア

オパズク l羽、ヨタカ l羽、 yパメ l羽、セキレイ

の ヒナ 3羽で、順調に回復、成育しており、ヨタカ

遊園施設委託経営・製作・販売

久竹娯 楽株式会社

本社工場大阪市西区南堀江通3-40
t五話大阪（06)541-3112・3938番

ったり 、あるいは寒さや疲労などから衰弱して保護

される場合が多く、約30%がこの原因です。次に多

いのが、まだ巣立ち前のヒナの状態で保護されて来

るもので、 18%を占めます。三番目に多いのが骨折

や打撲｛寡などの外 傷によるもので、 15%もあります。

ろ、 6月 3日に11羽のヒナカマ延生しました。

いずれにしても里子生に返すことができるものはよ

いのですが、翼や脚の骨折したものはなかなか自然

へ戻すことができず、圏内の一隅で一生を過ごすこ

とになります。
（飼育課宮下 実）

10 -

動物園ニュース

女まだまだ続くオメデタラッシュ／ を始めとして、 6月12日

先月号で、コヨーテ、バーバリーシープ、 アライ までに計5ケ産卵、抱卵

グマ、ミナミアメリカオットセイ、ラマ、トカラヤ しています。うまくいけ

ギ、 トラ、タヌキなどの出産をお知らせしましたが、 ば、 7月初め頃からかわ

それに続 く出産をお知らせしましょう 。 5月29日に

ニホンシカが ‘ F 

l頭生まれ、

5月31日まて写

に言十4頭誕生

しました。放

飼場の一角を

柵で仕切り、 I軍空襲＂＇－＇：－，. •..1 .•• .,. :, •. 
I ~ ..－＼.、ユー

母仔だけにし ・ ・ ぜ ’． 
－一一一ていますが、順調な成育ぷりです。 5月31日にはニ

ホ ンザJレが l頭生まれました。母親もしっかり抱き

しめて、じようずに育て

ています。 6月 2日には

ライオンが2頭生まれま

した。 I ~頁はf苦しくも ¥E

産でしたが、残る 1頭は

人工哨育に切りかえ、同

じく人工晴育中のトラと

f中よ く育てています。 6

月 5日にはノ〈ーノfリーシ

ープの 3つf子が誕生しま

した。

ノfーパリーシープの 3つ仔は非常に珍しいのです

が、当国では今年3団連続の3つ仔だけに驚き です。

惜しいことに l頭は虚弱なため死亡しましたが、残

る2頭は元気に走り回っています。 6月13日にはス

プ リングポックが l頭誕生しました。昨年、一昨年

と2頭ずつ生まれており、 3年連続のおめでたです。

6月14日にはフサオマキザル（メス）が生ま れまし

た。この仔は母親がめん置.量産費認寧孟

どうを見ないため、人工園a,:s~：
・・~－七分

日甫育で育てていますが、 ~ 

スタスクと育っていま す。

（グラフ参照 ）

食産卵相つぐ．ゲ

いよいよフラミンゴの

繁殖シーズン到来で、現品

在 10ケ所の巣ができてお

り、 5月29日にキューノ〈

フラミンゴが産卵したの

11 

いいヒナが続キ誕生する

ことでしょう 6 又、 5月

28日にはタンチョウヅJレ

が、 6月21日にはオオヅ？可5
1レが産卵し、現在抱卵を 、J苧訟

？‘＇－•・.：，，....；－；：....... ~·~－：： .‘ 

続けています。 ’.：·~~＇it孟~c;;.::ユf:J'-:2~
z‘：·s平？；＿tJ~ －＇＂＂＇＂－＂＂＇.－

＊キングペンギ ン入国 且」、＜下白餐~ー占

ギン 1羽と一緒に しました。

カ コアホウ ドリの保護

5月26日、

2羽のキング

ペンギンが入

りました。

早速、冷房ペ

ンギン舎に入

れ、前から居

るキングベン

6月 2目、コアホウドリ l羽を保護しま した。コ

アホウド リという のはアホウ ドリより少 し小形の鳥

で、本州の太平洋岸の沖合でよく見られます。 5月

に鳥羽で衰弱 しているの が保護されて、 鳥羽水族館

を通して当園に保護収容されました。現在水禽放養

舎で体力を回復中です。 ( 3 p参照）

食ダチョウの卵の寄贈

6月 8日、宮崎県のフェニ ックス自然動物園より

ダチョウの卵 2ケの寄贈を受けま した。 2ケの卵は

すぐふ卵器に

入れて大切に

扱っています。

うまくしミ tt(;f 

7月20日頃に

かわいいヒナ

が誕生するこ

とでしょう。

休園のお知らせ
毎月芳三 月限日は休園田です。 7月以降の休

園臼は下記の通りです。

7月19目、 8月16日、 9月zo日、

開園時間は 9時半から 5時までで、 4時半に
切符売り止めです。
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鳥獣輸入

全国動物園水族館御用達

,, 

－医学実験用動物

・愛玩犬、猫直輸入

・宣伝用、テレビ用、貸動物

・教材周鳥獣剥製販売

・原色世界錐類図鑑（34極 l枚もの）要郵便券150円・鳥獣価格表JOO円

商 会
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